
　

数
年
ぶ
り
に
、
旧
職
員
会
の
集
ま
り

に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
懐
か
し
い
顔

ぶ
れ
を
見
れ
て
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た

の
で
す
。
昔
の
話
に
華
を
さ
か
せ
る
の

く
ら
い
の
年
齢
に
な
っ
て
き
た
ん
だ
な

と
、
感
慨
深
く
も
思
い
な
が
ら
も
、
こ

ん
な
ふ
う
に
昔
話
を
笑
顔
で
楽
し
め
る

集
ま
り
の
大
切
さ
と
い
う
か
、
優
し
い

気
持
ち
に
さ
せ
て
も
ら
え
る
機
会
の
得

難
さ
を
感
じ
る
時
を
過
ご
し
て
き
ま
し

た
。
い
つ
か
を
目
指
し
な
が
ら
、
や
れ

る
こ
と
を
や
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し

た
。

　

同
窓
会
の
在
校
生
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
と
私
が
か
っ
て
に
思
っ
て
実
行
し
て

い
る
、
文
化
祭
に
参
加
し
て
楽
し
も
う

企
画
が
あ
る
の
で
す
が
、
令
和
６
年
度

は
、
定
時
制
、
通
信
制
、
と
も
に
参
加

し
て
き
ま
し
た
。
楽
し
か
っ
た
で
す
。

さ
ら
に
後
日
に
な
っ
て
一
般
参
加
の
人

数
が
非
常
に
増
え
て
い
た
と
い
う
の
も

嬉
し
い
報
告
で
し
た
。
学
校
っ
て
卒
業

し
た
ら
、
足
を
運
ぶ
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

な
く
な
る
も
の
だ
と
思
う
の
で
す
が
、

母
校
の
文
化
祭
の
一
般
参
加
は
、
年
齢

第 24号
山形県立霞城学園高等学校

同　窓　会
〒990－8580 　　　　　　
山形市城南町一丁目１番１号

TEL 023（647）0521（定時制）
TEL 023（647）0522（通信制）

山
形
県
立
霞
城
学
園
高
等
学
校

た
く
さ
ん
の
想
い
を
母
校
へ

た
く
さ
ん
の
想
い
を
母
校
へ

��
会　
長

会　
長　　
佐
　
藤
　
　
　
大

佐
　
藤
　
　
　
大
（
Ⅲ
部
２
回
卒
）

（
Ⅲ
部
２
回
卒
）

が
い
く
つ
に
な
っ
て
も
、「
卒
業
生
で

す
」
っ
て
い
う
先
輩
づ
ら
を
し
て
参
加

し
て
も
い
い
と
思
う
の
で
す
。
そ
の
参

加
こ
そ
が
、
が
ん
ば
っ
て
い
る
在
校
生

を
応
援
す
る
こ
と
な
の
で
す
か
ら
。
皆

さ
ん
、
ぜ
ひ
母
校
の
霞
城
祭
、
通
教
祭

に
遊
び
に
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

少
子
化
に
と
も
な
い
、
県
立
高
校
で

も
学
校
再
編
が
す
す
ん
で
い
ま
す
。
こ

れ
も
ま
た
時
代
の
流
れ
と
い
え
ま
す

が
、
霞
城
学
園
に
は
い
ろ
ん
な
子
を
ふ

と
こ
ろ
に
い
れ
て
く
れ
る
と
い
う
器
の

大
き
さ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
誰
を
も

包
み
込
も
う
と
が
ん
ば
っ
て
い
る
母
校

を
、
同
窓
会

は
応
援
し
ま

す
。
在
校
生

を
見
守
り
、

応
援
し
期
待

し
ま
す
。

　

同
窓
生
の

み
な
さ
ん

の
、
協
力
を

せ
つ
に
願
っ

て
い
ま
す
。

　
同
窓
生
近
況
報
告
　

　
同
窓
生
近
況
報
告
　
　
元
気
で
や
っ
て
い
ま
す
。

　
元
気
で
や
っ
て
い
ま
す
。

目
標
に
向
か
っ
て

宮
島
千
穂
菜
（
Ⅲ
部
25
回
卒
）

　

霞
城
学
園
高
等
学
校
を
卒
業
後
、
東

北
電
子
専
門
学
校
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
科
に
進
学
し
ま
し
た
。
将
来
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
地
元

山
形
の
企
業
に
就
職
す
る
た
め
に
ハ
ー

ド
ウ
ェ
ア
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・
ア
ル
ゴ

リ
ズ
ム
な
ど
を
基
礎
か
ら
学
ん
で
い
ま

す
。
マ
イ
ク
ロ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
制
御

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
習
を
行
う
「
マ
イ
コ

ン
制
御
実
習
室
」
や
、
ウ
ィ
ル
ス
対
策

や
電
子
認
証
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
技
術
を
学
ぶ
実
習
を
行
う
「
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
実
習
室
」
な
ど
豊
富
な
実

習
設
備
を
使
い
な
が
ら
、
日
々
、
資
格

取
得
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

大
変
な
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
親
切
な

先
生
方
に
相
談
し
た
り
、
同
じ
目
標
を

持
つ
仲
間
た
ち
と
教
え
あ
っ
た
り
、
励

ま
し
あ
っ
た
り
し
な
が
ら
毎
日
楽
し
く

学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
自
分
の
目
標
に
向
か
っ

て
、
一
日
一
日
大
切
に
し
な
が
ら
頑

張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

学
び
か
ら
挑
戦
へ

安
孫
子
舞
那
（
Ⅳ
部
25
回
卒
）

　

私
は
東
北
芸
術
工
科
大
学
デ
ザ
イ
ン

工
学
部
企
画
構
想
学
科
に
進
学
し
、
地

域
活
性
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
企
画
や
商

品
開
発
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま

す
。
コ
ン
フ
ィ
チ
ュ
ー
ル
の
商
品
開
発

に
携
わ
っ
た
り
、
県
主
催
の
地
域
の
魅

力
発
信
活
動
の
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
に
就
任

し
た
り
と
、
講
義
だ
け
で
な
く
、
課
外

活
動
や
学
外
で
の
活
動
に
参
加
す
る
こ

と
で
、
理
解
を
深
め
て
い
ま
す
。
10
月

に
は
自
身
で
企
画
立
案
か
ら
始
め
た
、

地
域
の
お
祭
り
の
回
遊
性
を
高
め
る
た

め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
完
遂
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
大
学

で
の
学
び
を
活
か
し
な
が
ら
、
様
々
な

こ
と
に
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
学
校
の
図
書
館
に
は
、
本
が
た
く

さ
ん
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
佐

藤
会
長
の
信
念
の
も
と
、
同
窓
会
か
ら

毎
年
図
書
を
寄
贈
し
て
い
ま
す
。
在
校

生
の
学
校
生
活
が
充
実
し
た
も
の
と
な

る
よ
う
、
同
窓
生
と
し
て
応
援
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　

図
書
の
選
定
は
学
校

司
書
の
先
生
に
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
令
和
６

年
度
に
寄
贈
し
た
図
書

の
を
紹
介
し
ま
す
。

バ
イ
リ
ン
ガ
ル
版　

君
の
名
は
。
３
巻

ち
は
や
ふ
る
３
巻　

現
代
中
国
を
知
る

た
め
の
54
章
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
知
る
た
め

の
60
章
・
台
湾
を
知
る
た
め
の
72
章　

等

ベ
ル
ギ
ー
の
歴
史
を
知
る
た
め
の
50
章

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
歴
史
を
知
る
た
め
の
56
章

ア
メ
リ
カ
の
歴
史
を
知
る
た
め
の
65
章　

等

君
色
パ
レ
ッ
ト　

は
た
ら
く
細
胞

教
室
で
使
う
み
ん
な
の
こ
と
ば　

等

�

全
22
冊
寄
贈

図
書
寄
贈

令和６年度　事業計画
令和６年４月８日（月）	 ⅠⅡⅢ部　入学式
	 ４月11日（木）	 Ⅳ部　入学式
	 ４月16日（火）	 会報・総会案内等発送
	 ５月19日（日）	 役員打合せ（於：霞城学園高校相談室１）
	 ６月１日（土）	 同窓会総会
	 	 （於：霞城学園高校霞城ホール　11時～）
	 ６月28日（金）	 ⅠⅡⅢ部全国大会出場の部へ激励金贈呈
	 ７月21日（日）	 Ⅳ部全国大会出場の部へ激励金贈呈
	 ９月22日（日）	 Ⅳ部通教祭参加
	 10月13日（日）	 芋煮会
	 10月19日（土）	 ⅠⅡⅢ部霞城祭参加
	 12月上旬	 備品・蔵書寄贈
令和７年３月２日（日）	 Ⅳ部　第26回卒業式
	 	 Ⅳ部　同窓会入会式
	 	 同窓会より記念品贈呈
	 	 同窓会報第24号発行
	 ３月３日（月）	 ⅠⅡⅢ部同窓会入会式
	 	 同窓会より記念品贈呈
	 ３月４日（火）	 ⅠⅡⅢ部　第26回卒業式

収入の部
予 算 額 前年度予算額 増　減 摘　　　　　　要

423,348 371,078 52,270
212,000 248,000 △ 36,000 2,000円×106名(R5卒業生人数)
156,000 174,000 △ 18,000 1,000円×106名・1,000円×50口

0 0 0 預金利子等
791,348 793,078 △ 1,730

支出の部
予 算 額 前年度予算額 増　減 摘　　　　　　要

325,000 325,000 0
総　会　費 5,000 5,000 0 総会及び懇親会補助
入 会 式 費 5,000 5,000 0 入会式必要経費
会　報　費 55,000 55,000 0 同窓会報印刷費
記 念 品 費 100,000 100,000 0 卒業記念品代
奨　励　費 80,000 80,000 0 全国大会出場へのお祝い
生徒活動助成費 60,000 60,000 0 寄贈図書
同窓会企画費 20,000 20,000 0 通教祭、霞城祭

113,000 113,000 0
通　信　費 55,000 55,000 0 会報郵送費(過年度卒,役員,幹事,納入者）

会　議　費 3,000 3,000 0 役員会お茶・発送事務関連経費
事　務　費 30,000 30,000 0 会費振込手数料、原稿依頼切手
諸　　　費 13,000 13,000 0 役員参加費補助、HP維持費
雑　　　費 12,000 12,000 0 駐車券等

100,000 100,000 0 特別会計へ
253,348 255,078 △ 1,730
791,348 793,078 △ 1,730

雑　収　入

令和６年度　一般会計　予算

項　　　　目
繰　越　金
入　会　金
維　持　費

合　　　計

合　　　計

項　　　　目
事　業　費

運　営　費

積　立　金
予　備　費

霞 城 学 園 同 窓 会 報（1） 2025年３月２日



　

今
年
度
も
霞
城
生
徒
は

日
頃
の
活
動
の
成
果
を
存

分
に
発
揮
し
て
く
れ
ま
し

た
。
山
形
県
高
等
学
校
定

時
制
通
信
制
第
71
回
総
合

体
育
大
会
、
山
形
県
高
等

学
校
定
時
制
通
信
制
生
徒

第
69
回
生
活
体
験
発
表

会
、
山
形
県
高
等
学
校
定

時
制
通
信
制
生
徒
第
66
回

作
品
展
で
上
位
入
賞
し
た

生
徒
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

総
合
体
育
大
会

�

★
は
全
国
大
会
進
出
者
及
び
団
体
（
メ
ン
バ
ー
）

【
陸
上
競
技
】

　
男
子
学
校
対
抗（
総
合
）　  

第
３
位　

Ⅳ
部

　
女
子
学
校
対
抗（
総
合
）　  

第
３
位　

Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ
部

　

男
子
２
０
０
ｍ�

第
３
位
★
丹　
　

航
介（
Ⅳ
部
）

　
男
子
１
５
０
０
ｍ�

第
２
位
★
寺
澤　

海
輝（
Ⅲ
部
）

　

男
子
走
幅
跳�

第
２
位
★
太
田　

祥
平（
Ⅳ
部
）

　

女
子
砲
丸
投�

第
１
位　

伊
藤　

優
羽（
Ⅰ
部
）

【
卓
球
】

　

女
子
団
体　
　
　

 

第
１
位
★
Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ
部

�

メ
ン
バ
ー　

横
尾　

美
結（
Ⅰ
部
）

�

菅
嶋　

美
夕（
Ⅰ
部
）

�

土
田
あ
す
か（
Ⅱ
部
）

�

武
田　

実
莉（
Ⅱ
部
）

　
男
子
シ
ン
グ
ル
ス�

第
２
位
★
澤　
　

翔
篤（
Ⅳ
部
）

　
女
子
シ
ン
グ
ル
ス�

第
１
位
★
横
尾　

美
結（
Ⅰ
部
）

�

第
３
位
★
土
田
あ
す
か（
Ⅱ
部
）

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】

　

男
子
団
体　
　
　

 

第
１
位　

Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ
部

　
　
　
　
　
　
　
　

 

第
２
位　

Ⅳ
部

　

女
子
団
体　
　
　

 

第
２
位　

Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ
部

　

男
子
ダ
ブ
ル
ス

�

第
１
位　

荒
井　

孝
太
・
庄
司　

愛
葉（
Ⅰ
部
）

�

第
２
位　

後
藤　

大
翔
・
三
浦　

来
夢（
Ⅰ
部
）

�

第
３
位　
矢
野　

靖
識
・
武
田　

結
太（
Ⅲ
部
・
Ⅰ
部
）

�

第
３
位　

遠
藤　

隆
浩
・
吉
田　

大
陽（
Ⅳ
部
）

令和６年度 在校生の 活躍

　
男
子
シ
ン
グ
ル
ス�

第
１
位
★
後
藤　

大
翔（
Ⅰ
部
）

�

第
２
位
★
荒
井　

孝
太（
Ⅰ
部
）

�

第
３
位　

庄
司　

愛
葉（
Ⅰ
部
）

�

第
３
位　

遠
藤　

隆
浩（
Ⅳ
部
）

　

女
子
ダ
ブ
ル
ス

�

第
３
位　
荒
木　

柚
咲
・
古
賀
ア
ヤ
カ
（
Ⅱ
部
・
Ⅰ
部
）

�

第
３
位　
早
坂　

俐
咲
・
小
笠
原
和
花
（
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
）

　
女
子
シ
ン
グ
ル
ス�

第
２
位
★
荒
木　

柚
咲（
Ⅱ
部
）

�

第
３
位　

小
笠
原
和
花（
Ⅱ
部
）

★
県
選
抜
男
子
メ
ン
バ
ー�

後
藤　

大
翔（
Ⅰ
部
）

�

荒
井　

孝
太（
Ⅰ
部
）

�

庄
司　

愛
葉（
Ⅰ
部
）

�

遠
藤　

隆
浩（
Ⅳ
部
）

�

吉
田　

大
陽（
Ⅳ
部
）

★
県
選
抜
女
子
メ
ン
バ
ー�

荒
木　

柚
咲（
Ⅱ
部
）

�

小
笠
原
和
花（
Ⅱ
部
）

※�

全
国
大
会
の
団
体
は
県
選
抜
チ
ー
ム
の
対
抗
戦

生
活
体
験
発
表
会

　

優
秀
賞�
加
藤　

芹
夏（
Ⅰ
部
）

作
品
展

　

絵
画
の
部�

金
賞　

三
澤　

花
奈（
Ⅳ
部
）

�

銀
賞　

駒
谷　
　

修（
Ⅳ
部
）

�

佳
作　
宮
城
島
し
お
り（
Ⅰ
部
）

　

書
道
の
部�

金
賞　

山
本　

瑠
楓（
Ⅳ
部
）

�

銅
賞　

高
橋　

空
我（
Ⅱ
部
）

　

手
芸
の
部�

金
賞　

前
山　

心
里（
Ⅳ
部
）

�

銀
賞　

川
崎　

真
子（
Ⅳ
部
）

�

銅
賞　

鏡　

陽
日
樹（
Ⅳ
部
）

全
国
大
会
　
～
来
年
へ
向
け
て
～

�

陸
上
競
技
部
　
Ⅳ
部
　
丹
　
　
航
介

　

私
た
ち
Ⅳ
部
陸
上
競
技
部
は
、
県
大

会
で
太
田
君
が
幅
跳
び
で
第
二
位
、
私

が
２
０
０
Ｍ
第
三
位
の
結
果
を
残
し
、

東
京
で
開
催
さ
れ
た
全
国
大
会
へ
出
場

し
て
き
ま
し
た
。
太
田
君
は
県
代
表
の

リ
レ
ー
選
手
に
も
選
ば
れ
ま
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ
が
上
位
入
賞
や
予
選
突
破
な
ど

目
標
を
立
て
て
臨
み
ま
し
た
が
、
二
人

と
も
予
選
敗
退
と
い
う
残
念
な
結
果
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、

全
国
大
会
の
緊
張
を
感
じ
た
り
、
レ
ベ

ル
の
高
い
他
県
の
選
手
の
競
技
を
間
近

で
見
た
り
、
今
後
に
つ
な
が
る
経
験
が

で
き
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
山
形
県

の
他
校
の
選
手
と
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
り
、
競
技
前
に
応
援
の
言
葉
を

か
け
あ
え
る
よ
う
な
関
係
に
な
れ
た
こ

と
も
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

来
年
度
は
、
部
員
全
員
で
全
国
大
会

に
出
場
、
そ
し
て
今
年
の
全
国
大
会
で

得
た
経
験
を
生
か
し
て
も
っ
と
上
位
を

目
指
せ
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
の
練
習
を

頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

先
生
か
ら
の
手
紙

先
生
か
ら
の
手
紙

元
気
で
や
っ
て
い
ま
す
か
？

元
気
で
や
っ
て
い
ま
す
か
？

贈
る
辞
　
二
篇

�

定
時
制
　
後
藤
　
　
篤

　

次
代
を
担
う
少
年
達
へ

�

南み
な
み　

洋よ
う

一い
ち

郎ろ
う

ぼ
く
た
ち
は
、
ど
ん
な
と
き
で
も
へ
こ

た
れ
な
い
こ
と
に
し
よ
う
。

へ
こ
た
れ
る
と
い
う
こ
と
は
二
重
に
負

け
た
こ
と
に
な
る
の
だ
。

人
間
の
こ
と
だ
か
ら
負
け
る
こ
と
も
失

敗
す
る
こ
と
も
あ
る
。

そ
れ
は
し
か
た
が
な
い
。

負
け
た
上
に
へ
こ
た
れ
た
ら
だ
め
だ
。

ぼ
く
た
ち
は
二
重
に
負
け
る
い
く
ぢ
な

し
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

ぼ
く
た
ち
は
、
ど
ん
な
と
き
で
も
へ
こ

た
れ
な
い
こ
と
に
し
よ
う
。

�

（
１
８
９
３
～
１
９
８
０　

児
童
文
学
作
家
）

　

た
ん
た
ん
と

�

後
藤　
　

篤

眈た
ん
た
ん々

と
（
野
心
を
以
て
夢
中
で
）

胆た
ん
た
ん々

と
（
気
力
と
度
胸
を
持
っ
て
）

自
ら
を　

鍛た
ん
た
ん々

と
（
鍛
え
）

堪た
ん
た
ん々

と
（
耐
え
て
克
服
し
）

け
れ
ど
も　

淡た
ん
た
ん々

と
（
拘
泥
せ
ず
）

坦た
ん
た
ん々

と
（
平
常
心
で
）

端た
ん
た
ん々

と
（
き
っ
ち
り
と
）

丹た
ん
た
ん々

と
（
真
心
を
こ
め
て
誠
実
に
）

湛た
ん
た
ん々

と
（
深
く
堂
々
と
）

人
生
と
い
う
自
分
の
譚た

ん

（
物
語
）
を

紡
い
で
行
こ
う
。

青
春

�

通
信
制
　
玉
虫
美
穂
子

　

霞
城
学
園
高
校
通
信
制
に
赴
任
し
て

四
年
が
経
ち
ま
し
た
。
見
送
っ
た
卒
業

生
は
じ
め
同
窓
生
の
皆
さ
ん
、
元
気
で

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
私
は
、
こ
ち

ら
に
赴
任
し
て
か
ら
初
め
て
の
体
験
が

多
く
、
生
徒
の
皆
さ
ん
か
ら
学
ぶ
こ
と

も
多
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

米
沢
支
部
共
同
学
習
会
の
会
場
の
三

階
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
隣
に
掲
げ
ら
れ
て

い
る
詩
を
覚
え
て
い
る
方
は
い
ら
っ

し
ゃ
る
で
し
ょ
う
か
。
詩
人Sam

uel 
U

llm
an

の「
青
春
の
詩
」の
一
節
で
す
。

若
さ

“
若
さ
”
と
は
、
人
生
の
ひ
と
と
き
を

い
う
の
で
は
な
い
。

そ
れ
は
心
の
状
態
を
い
う
の
だ
。

逞
し
い
意
志
、
優
れ
た
想
像
力
。

炎
ゆ
る
情
熱
、
怯
懦
を
乗
り
越
え
る
勇

猛
心
。

安
逸
を
振
り
切
っ
て
冒
険
に
立
ち
向
か

う
意
欲
。

こ
う
い
う
心
の
状
態
を
“
若
さ
”
と
い

う
の
だ
。

人
は
信
念
と
共
に
若
く
、
疑
惑
と
共
に

老
ゆ
る
。

人
は
自
信
と
共
に
若
く
、
恐
怖
を
共
に

老
ゆ
る
。

希
望
あ
る
限
り
若
く
、
失
望
と
共
に
老

い
朽
ち
る
。

　

こ
の
詩
を
読
む
と
、
通
信
制
で
学
習

す
る
様
々
な
年
代
の
生
徒
の
姿
が
思
い

浮
か
び
ま
す
。
私
も
ま
だ
ま
だ“
若
さ
”

を
持
ち
続
け
よ
う
と
励
ま
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
は
巳
年
。
巳
年
は
、
へ
び
が
定

期
的
に
脱
皮
を
繰
り
返
す
こ
と
に
由
来

し
、
生
命
力
や
再
生
、
変
化
と
進
化
を

象
徴
す
る
年
だ
そ
う
で
す
。
卒
業
生
、

同
窓
生
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
も
大
き
く

成
長
し
飛
躍
で
き
る
一
年
と
な
る
よ
う

願
い
、
応
援
し
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
　
維
持
費
納
入
者
　
※
皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
部
】

2
回
卒�

佐
藤
　
　
大

3
回
卒�

鈴
木
　
智
之

5
回
卒�

鈴
木
　
　
潤

5
回
卒�

雪
下
　
育
子

6
回
卒�

浅
沼
　
　
新

7
回
卒�

山
口
美
砂
子

8
回
卒�

畑
　
佳
代
子

9
回
卒�

伊
藤
　
祐
介

9
回
卒�

髙
橋
那
央
子

18
回
卒�

升
川
　
　
桃

24
回
卒�

山
岡
　
稜
征

【
Ⅳ
部
】

2
回
卒�

大
場
　
誠
一

3
回
卒�

丹
野
　
秀
子

4
回
卒�

磐
田
　
彰
子

5
回
卒�

山
崎
　
述
子

6
回
卒�

武
田
龍
太
郎

6
回
卒�

渋
谷
　
和
弘

6
回
卒�

鹿
野
沙
耶
花

7
回
卒�

阪
野
　
正
義

7
回
卒�

須
貝
　
良
子

8
回
卒�

嵐
田
　
　
剛

13
回
卒�

大
泉
　
孝
二

17
回
卒�

谷
澤
　
史
哉

18
回
卒�

髙
橋
　
達
也

18
回
卒�

工
藤
　
嶺
菜
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